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こ
あ
き
φ
こ
食
べ
ら
れ
ら
ん
だ

　
十
月
六
日
㈲
、
十
日
町
食
品
衛
生
協
会
主
催
に
よ
る
き
の
こ
講

習
会
が
上
越
国
際
清
津
ス
キ
ー
場
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
講
習
会
に
は
、
郡
市
か
ら
約
一
五
〇
人
の
方
が
参
加
し
、

午
前
は
き
の
こ
採
り
や
ク
イ
ズ
を
行
い
、
午
後
か
ら
き
の
こ
の
講

習
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
き
の
こ
講
習
会
で
は
、
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
数
多
く
の
き
の
こ
が

並
べ
ら
れ
、
並
べ
ら
れ
た
き
の
こ
に
は
、
毒
き
の
こ
や
食
用
き
の

こ
の
名
前
が
赤
・
黒
の
マ
ジ
ッ
ク
で
区
別
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

れ
を
講
師
の
方
が
説
明
し
、
参
加
者
は
熱
心
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
参
加
者
は
午
前
中
に
採
っ
て
き
た
き
の
こ
を
講
師
の
方

よ
り
選
別
し
て
い
た
だ
い
た
り
、
「
へ
え
ー
こ
の
き
の
こ
食
べ
ら
れ

る
ん
だ
」
、
「
こ
の
き
の
こ
肉
が
厚
く
て
お
い
し
そ
う
」
な
ど
の
声

が
テ
ー
ブ
ル
の
あ
ち
こ
ち
で
聞
こ
え
て
い
ま
し
た
。

《
中
に
は
こ
ん
な
す
ご
い
き
の
こ
も
…
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調
査

『
遵
路
嚢
通
懸
灘
緋
ス
』

に
こ
協
撒
霧
欝

　
「
道
路
交
通
セ
ン
サ
ス
」
は
、

道
路
の
実
態
や
自
動
車
の
利
用
状

況
を
全
国
規
模
で
調
べ
る
調
査
で
、

結
果
は
将
来
の
道
路
計
画
や
都
市

計
画
な
ど
に
活
か
さ
れ
ま
す
。

　
全
調
査
の
う
ち
、
路
側
O
D
（
起

点
・
終
点
）
調
査
と
オ
ー
ナ
ー
イ

ン
タ
ビ
ユ
i
O
D
（
起
点
・
終
点
）

調
査
は
、
出
発
地
・
目
的
地
・
積

載
品
目
な
ど
を
は
じ
め
と
し
た
運

行
内
容
や
運
行
状
況
に
つ
い
て
み

な
さ
ん
か
ら
直
接
お
聞
き
し
ま
す

の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
路
側
O
D
（
起
点
・
終
点
）
調
査

　
全
国
を
十
八
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
、

そ
の
境
界
を
通
過
す
る
自
動
車
を

道
路
脇
に
止
め
て
、
運
行
内
容
や

運
行
状
況
を
お
聞
き
し
ま
す
。

◎
オ
ー
ナ
ー
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
O
D

（
起
点
・
終
点
）
調
査

　
無
作
為
に
選
ん
だ
自
動
車
を
お

持
ち
の
方
を
事
前
に
訪
問
し
て
、

調
査
票
を
お
渡
し
し
ま
す
。
調
査

日
の
運
行
内
容
や
運
行
状
況
に
つ

い
て
お
答
え
い
た
だ
き
、
後
日
調

査
票
を
受
取
に
伺
い
ま
す
。

調
査
目

　
・
十
月
三
十
日
㈲

　
・
十
一
月
一
日
㈹

お
問
合
せ
先

　
　
十
日
町
土
木
事
務
所

　
　
　
維
持
管
理
課
　
第
『
係

　
　
　
智
5

7
1
5
2
0
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熱
嚢
懸
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霧
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労
働
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瀾
繋
理
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助
成
金
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溺
響
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パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
を
雇
用
し
て

い
る
企
業
が
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労

働
に
関
し
て
の
福
利
厚
生
制
度
を

整
備
し
た
場
合
の
中
小
企
業
主
向

け
助
成
金
制
度
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。　
こ
の
助
成
金
は
、
パ
ー
ト
タ
イ

マ
ー
に
対
す
る
「
健
康
診
断
」
「
慶
、

弔
に
関
す
る
手
当
」
「
生
命
共
済
・

保
険
の
加
入
」
「
通
勤
に
関
す
る
便

宣
供
与
」
な
ど
を
事
業
主
が
制
度

化
し
た
場
合
に
適
用
さ
れ
る
も
の

で
す
。

　
本
年
四
月
に
働
二
十
一
世
紀
職

業
財
団
が
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法

に
基
づ
く
「
短
時
間
労
働
援
助
セ

ン
タ
i
」
に
指
定
さ
れ
、
こ
の
助

成
金
の
支
給
を
取
扱
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
は
そ

の
他
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
と
し
て
働

き
た
い
方
々
や
現
在
働
い
て
い
る

人
、
ま
た
事
業
主
の
皆
さ
ん
に
パ

ー
ト
タ
イ
ム
労
働
に
関
し
て
の
相

談
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
助
成
金
や
相
談
に
関
し
て
の
こ

と
は
、
㈲
二
十
『
世
紀
職
業
財
団

新
潟
事
務
所
（
短
時
間
労
働
援
助

セ
ン
タ
ー
）
盈
0
2
5
－
2
4
3

－
2
0
2
0
ま
で
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

入
院
南
携
露
箏
料
の

減
顯
串
、
講
搬
灘
い
マ

　
十
月
｝
日
よ
り
入
院
中
の
食
事

料
が
一
部
患
者
負
担
に
な
る
こ
と

は
先
に
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
で

す
が
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
の

方
で
食
事
料
の
減
額
を
受
け
よ
う

と
す
る
方
は
、
申
請
に
よ
り
「
減

額
認
定
証
」
の
交
付
を
受
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
（
市
町
村
民
税

課
税
世
帯
の
方
は
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
）

　
こ
の
認
定
証
に
よ
り
一
日
の
食

事
料
が

・
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

　
　
　
　
　
　
一
日
　
四
五
〇
円

・
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

　
で
あ
つ
て
、
四
か
月
以
上
入
院

　
の
場
合
　
　
一
日
　
三
〇
〇
円

・
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
等
の

　
老
齢
福
祉
年
金
新
給
権
者

　
　
　
　
　
　
『
日
　
二
〇
〇
円

に
な
り
ま
す
。
（
認
定
証
の
無
い
方

は
、
　
一
日
六
〇
〇
円
で
す
）

　
申
請
手
続
き
は
、
』
民
生
課
窓
口

で
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
献
懲
搬
鍵
協
力
1

5
講
灘
灘
の

　
　
爆
懲
繊
難
縫
騨
癒
ま
す
～

　
次
の
と
お
り
、
献
血
（
全
血
・

成
分
）
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
成
分
献
血
を
希
望
の
方
は
、
十

月
三
十
一
日
ま
で
に
民
生
課
保
健

衛
生
係
ま
で
連
絡
し
て
下
さ
い
。

期
　
　
日
　
n
月
7
日
㈲

受
付
時
間
　
午
前
1
0
時
か
ら
正
午

　
　
　
　
　
午
後
1
時
か
ら
3
時

会
　
　
場
　
保
健
セ
ン
タ
ー

参
掘
養
募
集
1

●
中
里
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

目
　
時
　
　
n
月
B
日
㈲

　
　
　
　
　
午
前
8
時
3
0
分
か
ら

会
　
場
　
　
村
民
体
育
館

申
込
締
切
　
n
月
2
日
㈱

●
中
里
ユ
ニ
ホ
ッ
ケ
ー
大
会

目
　
時
　
　
n
月
2
0
日
㈲

　
　
　
　
　
午
前
8
時
3
0
分
か
ら

会
　
場
　
　
村
民
体
育
館

申
込
締
切
　
n
月
1
1
日
㈱

芸
術
祭
麟
・

　
　
お
楽
ー
激
帯
ざ
い

日
時
11
月
3
日
（
文
化
の
日
）

　
　
　
　
か
ら
6
日
側
の
4
日
間

　
　
　
　
午
前
9
時
～
午
後
5
時

　
　
　
　
（
6
日
は
午
後
3
時
ま
で
）

会
　
場
　
総
合
セ
ン
タ
ー
、
保
健

　
　
　
　
セ
ン
タ
i

展
示
品
　
書
道
、
写
真
、
絵
画
、

　
　
　
　
版
画
、
生
け
花
、
陶
芸
、

　
　
　
　
手
工
芸
、
短
歌
等

同
時
開
催
イ
ベ
ン
ト

●
親
子
ふ
れ
あ
い
教
室

日
　
時
　
1
1
月
6
日
佃

　
　
　
　
午
前
1
0
時
～
午
後
2
時

会
　
場
　
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容
親
子
で
折
り
紙
紙
飛
行

　
　
　
　
機
づ
く
り
や
竹
ト
ン
ボ

　
　
　
　
づ
く
り
等
を
行
い
ま
す
。

●
焼
き
物
に
挑
戦

目
時
n
月
3
日
（
文
化
の
日
）

　
　
　
　
か
ら
6
日
㈲
の
4
日
間

　
　
　
　
午
前
1
0
時
～
午
後
4
時

　
　
　
　
（
6
日
は
正
午
ま
で
）

会
　
場
　
総
合
セ
ン
タ
ー

内
容
ろ
く
ろ
、
手
び
ね
り
に

　
　
　
　
よ
る
製
作

●
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
茶
会

日
時
1
1
月
3
日
（
文
化
の
日
）

　
　
　
　
午
前
1
0
時
～

　
　
　
　
　
　
　
午
後
3
時
3
0
分

会
　
場
　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
※
お
茶
代
と
し
て
4
0
0
円
を

　
　
ご
負
担
く
だ
さ
い
。

～
魅
慧
ま
霧
闘
か
懸
ま
す
～

　
　
　
芸
’
能
祭

　
村
内
の
芸
能
団
体
等
が
出
演
し

ま
す
。
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芸
術
祭
と
合
わ
せ
て
、
楽
し
い

「
日
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

日
時
n
月
3
日
（
文
化
の
日
）

　
　
　
午
前
1
0
時
～
午
後
2
時

会
場
　
ユ
ー
モ
ー
ル

東
難
電
効
の
．
灘

マ
嚢
灘
賄
麟
蘇
懇
禰
教
室

◎
と
き
、

　
1
回
目
　
1
1
月
8
日
幻

　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
8
寺
～
0
寺

　
　
　
　
　
　
－
口
口
　
　
∩
∠
口
口

　
2
回
目
　
1
1
月
1
5
日
幻
　
、

　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
8
寺
～
0
寺

　
　
　
　
　
　
「
⊥
n
口
　
　
つ
乙
口
口

　
3
回
目
　
H
月
2
2
日
㈹

　
　
　
　
　
　
8
寺
～
0
寺

　
　
　
　
　
　
「
⊥
ロ
甘
　
　
り
∠
口
口

◎
と
こ
ろ

　
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所

　
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
タ
ジ
オ

　
「
え
ぷ
ろ
ん
」
（
本
町
3
）

◎
対
　
象
　
3
0
才
ま
で
の
女
性

◎
内
容

手
作
り
で
楽
し
い
ク
リ
ス
マ
ス

　
ー
回
目
　
ク
リ
ス
マ
ス
の
お
菓

　
　
　
　
子

　
2
回
目
　
ク
リ
ス
マ
ス
料
理

3
回
目
　
ク
リ
ス
マ
ス
の
小
物

　
　
　
　
づ
く
り

◎
参
加
費
　
－
回
に
つ
き
5
0
0

　
　
　
　
円
（
当
日
持
参
）

◎
定
　
員
　
1
5
名
（
先
着
順
）

◎
申
込
先

東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所

お
客
さ
ま
サ
ー
ビ
ス
課

　
智
52
i
3
1
0
7
　
内
線
識

　　　　ハチに注意してください！！

　本年の異常気象によりパチが異常発生していることから最近ハチ

による被害が多発しております。

　大型で毒性の強いスズメバチ類による被害が伝えられております

ので十分注意をしてください。

一ハチに刺されたときの症状と治療法一
　ハチの刺傷の症状は、激痛、脈拍数の増加に続き￥充血、腫脹が

起こり、けいれん、虚脱等の中枢神経症状があらわれる。スズメバ

チの場合は激烈である。症状は人の体質により非常に差があり．軽

度の症状からショックにより死ぬことまで一様ではない。

　重傷の場合、全身症状は40から15分で現われるので、刺されたり

あるいは救助した場合は刺傷部を冷却し．直ちに医師の処置を仰ぐ

ことが必要である。ミツバチの場合は刺傷部の針を抜く。アンモニ

ア水は効果がない。

一予防と駆除一
・巣が小さいうちに取り除く（春先のみ）。

・巣に近づかない（巣の近くで動く黒いものを攻撃）。

・遠足等￥野外へ出かけるときは、明るい服装を選ぶ。

・スプレー式殺虫剤を携行し、襲われたらパチに向けて噴射する。

・パチは、明るい方向へ飛ぶので、家や車中に侵入した場合は窓を

　全開する。

・秋には陽にあてた洗濯物中に潜んでいることがある。

・パチ毒は、目に入ると非常に危険。

・巣を除去する場合、作業の安全対策と周辺住民の安全対策の両万

　を配慮すべきであり．万一を考えて専門家に依頼する方がよい。

「
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
i
」
に

　
　
　
　
　
　
　
名
称
が
変
わ
り
ま
す

県
で
は
法
律
の
］
部
改
正
に
伴
い
「
農
業
改
良
普
及
所
」
の

名
称
を
「
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
」
に
十
一
月
一
日
よ
り
変

更
し
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
ど
お
り
農
業
技
術
や
経
営
に
関
す
る
相
談
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

中
魚
沼
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
　
姪
57
－
5
5
1
8

歯の用心一一ロメモ

　人の歯は、若いころはむし歯によって、成人してからは歯周病に

よって失われていきます。特に歯周病は、あまり痛くもならないの

に、一度にたくさんの歯がだめになってしまいますので、十分な注

意が必要です。

　ところで、今あなたの口の中に、何本の歯があるでしょうか。好

きなものを何でもおいしく食べるには、健康な自分の歯が20本以上

あることが必要だと言われています。しかし、40歳を過ぎるころか

ら急速に歯が失われ、70歳では平均8本の歯しか残っていないのが

現実です。

　よく噛めなくなることは、様々な成人病を引き起こす引き金とな

っています。なくなってから悔やむより、今から歯の健康づくりに

気をつけなければなりません。

　早期発見、早期治療と、健康意識の向上がとても大切なこととな

ります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新潟県歯科医師会
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　　10目25日～11目11日

暮らしのカレンダー

25㈹

26㈱ パソコン教室　合中里中学校　（D19二30～21：30

27休）

28樹
心配ごと相談（山本ケン）　含デイサービスセンター

㊤13：30～16：00

行政相談　含老人福祉センター　（D13：00～15：00

29ω

30（日）

31（月）

1㈹
アトピー性疾患相談　合十日町保健所　013：30～14：30受付

成人講座　合総合センター　（D19：30～21：30

2㈱
パソコン教室　倉中里中学校　（D19：30～21：30

ツベルクリン検査　合保健センター　（D14：00～15：00受付

3㈲
文化の日村民芸能祭　合ユーモール　（D10：00～14：00

中里村芸術祭　合総合センター・保健センター　09：00～17：00

（6日は15：00まで）

4轡

心配ごと相談（藤田義一）　合デイサービスセンター

（D13：30～16：00

ツベルクリン判定及びB　C　G　合保健センター　（D14：00～15：00

受付

5ω 手作り工芸教室　合総合センター　（D19：30～21：30

6（日） 親子ふれあい教室　合保健センター　（D10：00～14：00

7（月） 三種混合　合保健センター　014：00～15：00受付

献血　合保健センター　010：00～12：00・13：00～15：00受付

8㈹

9㈱ パソコン教室　合中里中学校　（D19：30～21：30

10㈲

11働
心配ごと相談（山田虎一）　倉デイサービスセンター

（D13：30～16：00

※変戴樋場鐡醐嫌講欝、謹鶏鐙際麟磯講遜お獲雛醸幾綾．

⑳鳩臨響講1
⑳㊦山・医院樺講

⑰第二鰹院欝諜

⑳上村繊灘鵜

今月の納税と振替日

税
税
金
料

　
　
年

民
保
　
育

　
　
民

村
国
国
保

■
　
■
　
■
　
■

（10月31日）

（10月31日）

（10月25日）

（10月31日）

「安心のくらしの中心火の用心』

　11月9日は、119番の日です。通報はあわ

てずに、おちついて内容を正確に話して下

さい。

　また、11月9日から15日までの7日間、

秋の火災予防運動が実施されます。これか

らは火の使用が多くなる季節となります。

火の用心をお願いします。

「おかあさん　消したはずでも

　　　　　　　　　　　　もう一度」

この標語は、田中の高橋攻二さんの応募作

品です。

応援します／ゆとりある人生

一事業主の退職金制度「小規募企業共済」一

　月々掛金を納化していただくことによっ

て、事業をやめたり、役員を退職したとき

など第一線を退いたときに法律で定められ

た共済金が支払われます。

加入できる方

o常時使用する従業員20人（商業とサービ

　ス業では5人）以下の個人事業主及び会

　社や企業組合、協同組合の役員の方々で

　す。

○ひとりで事業で営んでいる方、また自由

　業の方も加入できます。

毎月の掛金は

o最低1，000円から最高70，000円までの範囲

　内（500円きざみ）で自由に選べます。加入

　後、掛金は増・減額できます。

お問合せ

　この制度の詳しい内容は、商工会及び金

融機関のほか県の商工担当課までお問合せ

下さい。
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